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データからみた現状と課題

動き出す大学生の海外留学
Benesse教育研究開発センター  研究員　樋口 健

２校に１校の割合で
「海外留学を拡充する」方針
　近年、全国の大学で学生の海外留学を拡充
する検討が進められている。ベネッセ教育研
究開発センターが 2009 年に実施した調査で
は、「海外に留学する学生を増やす方針に基
づき、実行策を検討している」との比率が
50.1％とほぼ半数であった（図3－1－1）。
中でも国立大学の回答は実に８割と高い比率
である。公立大学、私立大学の比率はそれぞ
れ５割弱であり、２校に１校の割合で海外留
学の拡充が進められている。注力していきた
い留学の形態としては、私立大学では「英語
力・国際体験育成を目的とした短期留学」、
国立大学では「海外提携校との交流を目的と
した１年程度の交換留学」であった（図3－
1－2）。

留学への決断を阻害する障壁は何か
　このように大学在学中の学生の海外留学促
進が進められつつある。しかし一方で、学生
個々人が実際に海外留学に出かけるには、い
くつかの克服すべき課題がある。大学側の見
方によれば「経済的な問題」、「奨学金が不十
分」、「就職活動とのかねあい」などである（図
3－1－3）。特に国立大学ではその認識が強
い。一方、個人側から阻害要因を見てみると、
留学経験者においても、留学を断念した者か
らみても留学費用が大きな阻害要因となって
いる（図3－2－1）。留学経験者と断念した
人の違いは資金を工面できたかどうかであ
り、奨学金の充実は留学生送り出しに向けて
の最も重要な課題といえる。

　費用面の課題以外では、大学側の意識とし
ては、私立大学では「学生の海外への興味・
関心が低下」、公立大学では「信頼のおける海
外提携校・協定校の開拓が難しい」などが顕
著である（図3－1－3）。その一方で個人の
側では「語学力不足」が、留学の決定を左右
する要因になっていた（図3－2－1）。既に
現在、国の教育改革テーマの一つとしても検
討されているが、大学以前の段階での実践的
な語学教育の充実、さらには大学入試におけ
る英語科目の改革が、一層必要になってくる。

「将来に生きる」留学経験とは
～ギャップタームの可能性～
　大学が進めたい海外留学の形態は多様であ
りその期間も様々である。個人の側からみて、
その後の人生、特に仕事に役立つ留学の経験、
期間は実際にどのようなものか。経済産業省
からの受託研究の結果によれば、留学を経験
した社会人が「仕事で活用できている」とし
て挙げている留学経験は「様々な背景や価値
観を持つ人たちと協力する力」、「国際感覚」、
「自ら行動する力」、「語学力」であった（図
3－2－4）。留学の期間については３カ月程
度でも初期の国際経験として、将来に役立つ
何らかの効果をもたらす可能性が示唆されて
いる。
　現在、大学の秋季入学が社会的な課題とし
て議論されているが、グローバル人材育成の
「導入教育」として、ギャップタームの短期
留学、海外ボランティアなどの有効性も感じ
させるものといえよう。
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1.　大学からの留学生送り出し

1-1　留学生送り出しの方針
半数の大学が、留学生の送り出しを強化の方針。

国立大学では8割にのぼる。

英語担当教員責任者

私立（266）

公立（36）

国立（43）

全体（345）

無回答

（％）
その他

現在、海外に留学する学生を
増やすことは考えていない

海外に留学する学生を増やす
か否か、方針を検討している

海外に留学する学生を増やす方針に
基づき、実行策を検討している

50.1 13.3 27.2 2.9 6.4 

81.4 7.0 4.7 7.0

41.7 11.1 30.6 8.38.3

46.2 14.7 30.1 2.6 6.4 

国公私別

注） 対象は、英語担当教員責任者345人。（　）内はサンプル数。
「大学における英語教育の改革等に関する調査」（2009）

図3－1－1　留学生の送り出し方針

貴大学の国際化の一環として、留学生の送り出しに関しては現在どのようにお考えですか。Q

　留学生送り出しの検討状況については、全体で、50.1％の大学が「海外に留学する学生を増や
す方針に基づき、実行策を検討」していた。特に、国立大学は公立・私立大学よりも留学生の送
り出しに前向きであり、81.4％と高い割合であった（図3－1－1）。
　また、今後注力したい留学生送り出しの形態は、「英語力・国際体験育成を目的とした短期留学」
（77.2％）や、交換留学制度による「海外提携校の交流を目的とした１年程度の交換留学」（71.2％）
が中心である。前者は特に私立大学での比率が高く（80.9％）、後者では国立大学の比率が高い
（81.6％）（図3－1－2）。
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国際的に学位を取得させることを
目的とした 2年以上の留学

国際的環境活動や海外協力などの
体験をさせる政府機関や

ＮＧＯでのインターンシップ

グローバルに活躍する学生を
養成する国際的企業での

インターンシップ

英語圏以外の国への留学

海外提携校との交流を目的とした
1年程度の交換留学

英語力・国際体験育成を
目的とした短期留学

私立（162）

公立（19）

国立（38）

全体（219）

(%)
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77.2

63.2
73.7

80.9

71.2

81.6
68.4
69.1

48.9

42.1
36.8

51.9

25.1

21.1
26.3
25.9

22.4

15.8
10.5

25.3

12.8

21.1
5.3

11.7

貴大学で今後注力していきたい留学生送り出しの形態は何でしょうか。Q

注１） 複数回答。
注２） 対象は、前頁図3－1－1「留学生の送り出し方針」で、「海外に留学する学生を増やす方針に基づき、実行策を検討している」または「海外

に留学する学生を増やすか否か、方針を検討している」とした219人。（　）内はサンプル数。
注３） 公立大学のサンプル数は19件と少数であり、ここでは参考値として提示する。
「大学における英語教育の改革等に関する調査」（2009）

図3－1－2　今後注力したい留学生送り出しの形態 英語担当教員責任者
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1.　大学からの留学生送り出し

1-2　留学生送り出しの課題

学生の経済的な問題に対する支援が重要な課題。

留学先での生活・
学習支援が不十分

就職において留学経験が
メリットにならない

信頼のおける海外提携校・
協定校の開拓が難しい

リスクマネジメント
（テロや地震など）

大学全体の十分な意思統一、
プロジェクト体制が組めない

学生の海外への興味・
関心が低下している

留学準備のための
語学授業・支援体制

就職活動とのかねあいで
留学を躊躇する学生がいる

奨学金が不十分

経済的な問題で留学を
あきらめる学生がいる

私立（266）

公立（36）

国立（43）

全体（345）

(%)
0 20 40 60 80 100

 59.7
  72.1
 47.2
 59.4

 41.7 
  69.8 
       47.2 
  36.5

 39.1
 53.5
       27.8
  38.3
   

 38.0
 48.8
  36.1
  36.5

 37.1
    32.6
           16.7
 40.6

 25.2 
   18.6
    19.4
  27.1

 23.8
 23.3
   19.4
 24.4

 19.1
       9.3
 36.1
  18.4

 10.4
   7.0
  19.4
 9.8
 9.3 
 9.3
 19.4
 7.9

注１） 複数回答。　注２） 対象は、英語担当教員責任者345人。（　）内はサンプル数。
「大学における英語教育の改革等に関する調査」（2009）

図3－1－3　留学生の送り出しの課題

留学生送り出しの貴大学にとっての課題は何でしょうか。Q

　全般的に「経済的な問題で留学をあきらめる学生がいる」（59.1％）の回答が多い。とりわ
け国立大学では顕著であり、72.1％に達している。国立大学では、経済的な問題の他、「奨学
金が不十分」（69.8％）、「就職活動とのかねあいで留学を躊躇する学生がいる」（53.5％）が公
立、私立大学を大きく上回っている。私立大学では「学生の海外への興味・関心が低下している」
（40.6％）、公立大学では「信頼のおける海外提携校・協力校の開拓が難しい」（36.1％）の回答
が相対的に多い。

英語担当教員責任者
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2.　海外留学の現状と課題

2-1　留学を決断するときの阻害要因
「お金」と「語学力」が海外留学の高い障壁に。

留学経験者 留学未経験者

【留学経験者】あなたが留学を決断するのに阻害要因として感じたことは何でしたか。ま
た、その中で克服できなかった阻害要因はありましたか。
【留学未経験者】あなたは、なぜ留学を断念したのですか。

Q

Q

　留学経験者も留学を断念した人も第一に費用負担に苦労を感じており、海外留学の大きな阻害
要因となっていた（図 3－ 2－ 1）。資金調達の実態として、留学の形態を問わず、家族の援助、
自費が中心であり、大学にたよらない留学の場合、奨学金の利用も2割に満たないのが実態であ
る（図 3－ 2－ 2）。実際、留学未経験者の中では、「（奨学金以外の）資金を工面する方法が見つ
からなかった」（30.6％）、「奨学金を得るためのハードルが高かった」（20.9％）を留学を断念し
た理由としてあげる割合も、大きい。また、留学前の語学力の獲得も重要な留学の決定要因であり、
これらの課題がある程度クリアできないと留学には踏み切れない場合も多い。

注１） 複数回答。　注２）対象は、10年以内の留学経験者2,150人、10年以内に関心をもち情報収集をしたが留学しなかった留学未経験者206人。
注２） グラフの出典となる調査は、経済産業省の委託でおこなった。対象は調査実施時点（2009年）から過去10年以内の留学経験者で大学在籍

時の留学（６割）だけでなく、高卒後すぐの留学、社会人の留学など（4割）も含まれている。したがって、この調査結果は大学からの留学
にとどまらず、個人側からみた海外留学の諸課題に関する一般的な状況を示している。利用制約があり詳細集計はできないが、個人からみ
た留学の障壁や促進の課題を示す希少なマクロデータであり、考察の手掛かりとして提示した。

「留学に関するアンケート調査」『留学生・海外体験者の国外における能力開発を中心とした労働・経済政策に関する調査研究』（2009年、経済産業省受託研究）

図3－2－1　 留学を決断するときの阻害要因

克服できなかった
阻害要因

阻害要因 阻害要因

0 10 20 30 40 50 60 70 800 10 20 30 40 50 60 70 80
（%）（%）

特に（克服できなかった）阻害要因は
なかった

行きたいと思う大学が見つからなかった

行きたいと思う留学プログラムが
見つからなかった

留学プログラムなどの採用枠に入る
ハードルが高かった

留学先の習慣や文化、考え方などに
適応できないと思った

家族、担任や指導教官、会社の同僚など
の反対にあった

（奨学金以外の）資金を工面する方法が
見つからなかった

家庭の事情（費用負担以外の事情）

奨学金を得るためのハードルが高かった

留学先を選択するための情報が不足
していた

家族や友人、恋人などと離れるのが
嫌だった

外国人と円滑な人間関係を築く自信が
なかった

留学後の日本での就職や就学に支障が
出ると思った

健康や治安などの面で、海外生活に
不安を感じた

留学に必要な語学力が不足していた

留学にかかる費用が高く負担が
大きかった

68.0 

39.8 

17.5 

19.4 

11.2 

9.7 

18.4 

20.9 

31.6 

30.6 

13.1 

6.3 

9.7 

15.0 

9.2 

35.7 

31.3 

19.5 

14.8 

14.7 

14.4 

12.6 

8.5 

8.0 

7.9 

7.6 

7.5 

6.7 

4.2 

2.7 

29.1 

8.7 

9.0 

3.1 

3.9 

2.9 

3.4 

2.3 

3.7 

1.8 

2.6 

1.1 

1.7 

1.4 

1.2 

0.5 

0.0

留学経験者 留学未経験者
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留学経験者

0 20 40 60 80 100

会社からの援助

留学のための教育
ローン制度

自費

家族等からの援助

奨学金（海外の政
府・大学・団体等の
奨学金も含む）

(%)

大学の交換留学
プログラム
(466)

大学独自の短期留学
プログラム
(457)

その他の大学間連携
プログラム
(34)

個人的な留学
（大学等在学扱い）

(224)

個人的な留学
（大学等休学扱い）

(136)

個人的な留学
（大学等卒業後すぐ）

(164)

個人的な留学
（高校卒業後すぐ）

(183)

66.4 

74.7 

68.6 

72.3 

80.3 

75.4 

92.4 

61.1 

57.4 

60.7 

74.1 

75.7 

70.2 

39.4 

36.4 

12.5 

32.3 

13.2 

17.1 

15.6 

13.2 

9.6 
1.2

3.7 
2.0

1.8
13.6 

1.9 

8.3 
0.5

3.7 

5.8 

個人で検討し実施した留学

大学が提供した留学

あなたはどのようにして留学のための資金を調達しましたか。Q

注１） 複数回答。
注２） 対象は、留学時期が「高校卒業後すぐ」「大学在学中」「大学卒業後すぐ」のいずれかに該当する留学経験者1,664人。（　）内はサンプル数。
「留学に関するアンケート」『留学生・海外体験者の国外における能力開発を中心とした労働・経済政策に関する調査研究』（2009年、経済産業省受託研究）

図3－2－2　留学のための資金調達の方法（留学形態別） 
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2.　海外留学の現状と課題

2-2　留学中の苦労

留学先の大学での授業・課題への対応に苦労

0 10 20 30 40

特に苦労はなかった

レポートや課題、テストなどを
こなすのに苦労した

クラスメイトやルームメイトなど
とのコミュニケーションに苦労した

授業の内容自体が難しく理解
するのに苦労した

食事や居住環境に
適応するのに苦労した

海外の言語を理解できず、
授業についていけなかった

海外の文化や風習、考え方など
を理解し、適応するのに苦労した

教師とのコミュニケーションに
苦労した

留学を維持する資金を
調達するのに苦労した

病気の時に医療機関の
確保に苦労した

まわりに気軽に話せる人、相談
できる人がいなくて苦労した

日本で至急の用事ができても、
帰国できなかった

どの授業を選択すればよいのか
決めるのに苦労した

治安が悪く、身の安全に
配慮するのに苦労した

36.7 

30.6 

24.5 

21.7 

21.4 

19.7 

19.6 

16.2 

14.9 

14.7 

10.9 

9.7 

7.2 

20.6 

（%）

あなたは留学中どのような苦労を経験しましたか。Q

　留学中の苦労としては、「レポートや課題、テストなどをこなす」こと（36.7％）、「クラスメ
イトやルームメイトなどとのコミュニケーション」（30.6％）、「授業を理解する」こと（24.5％）
に大きな苦労を感じている。特に前者については、留学期間が長くなると次第に割合が増加する
傾向にある。一方、「食事や住居環境に適応するのに苦労した」との比率は全体で21.7％であるが、
特に短期での留学者の割合が高い。

注１） 複数回答。
注２） 対象は、10年以内の留学経験者2,150人。
「留学に関するアンケート調査」『留学生・海外体験者の国外における能力開発を中心とした労働・経済政策に関する調査研究』（2009年、経済産業省受託研究）

図3－2－3　留学中の苦労（全体・留学期間別）

留学経験者

留学期間別 （％）

1ヶ月
以内
（452）

3ヶ月
以内
（303）

6ヶ月
以内
（227）

1年以内
（565）

2年以内
（225）

2年以上
（378）

18.6 29.4 30.8 42.8 39.4 56.9

26.5 30.2 31.0 29.8 23.6 40.8

19.1 18.4 19.9 30.0 22.1 31.9

24.8 22.5 24.2 20.1 18.9 19.8

18.6 19.9 20.9 21.8 22.2 25.3

18.6 18.7 17.4 19.9 18.1 23.6

21.4 19.9 17.6 15.4 21.3 23.6

9.4 8.8 17.1 14.5 21.9 29.1

7.6 10.2 14.1 15.1 18.1 25.5

12.2 13.5 20.3 11.6 14.6 20.0

3.9 6.1 5.9 12.0 13.0 23.1

3.8 9.8 9.1 12.2 10.0 13.2

5.0 5.6 9.5 7.4 8.0 8.8

26.3 24.8 16.3 19.8 23.3 12.4
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2-3　留学経験の仕事での活用状況
異文化の中での人間関係、国際感覚、行動力、語学力がその後に活きている。

ただし3ヶ月以上の期間が必要。

留学を経験していない周囲の人と比べ、あなたが「身についている」、「どちらかといえ
ば身についている」、と回答したものに関して、現在のあなたの仕事に活かすことができ
ていると思うものは何ですか。

Q

　留学経験が仕事に活きているかについては、「異文化体験によって身につけた様々な背景や価
値観を持つ人たちと協力する力」（44.5％）、「海外の習慣や文化、考え方などを理解し身につけ
た国際感覚」（43.3％）、「海外生活、経験によって身につけた自ら行動する力」（42.5％）、「語
学力」（42.2％）の回答が多い。これらの比率は、留学期間が長いほど高くなる傾向にある。
　一方、「特にない」との比率は「1ヶ月以内」で 3割弱であり、「3ヶ月以内」より 15ポイン
ト以上高く、「2年以内」より 20ポイント以上高い。留学経験をその後に何らかの形で活かすに
は、少なくとも 3ヶ月程度の期間は必要かもしれない。

注１） 複数回答。
注２） 対象は、「周囲の人と比べて身についていると思うこと」で、いずれかに「身についている」、「どちらかといえば身についている」と回答し

た1,328人。
「留学に関するアンケート調査」『留学生・海外体験者の国外における能力開発を中心とした労働・経済政策に関する調査研究』（2009年、経済産業省受託研究）

図3－2－4　仕事での留学経験の活用状況（全体・留学期間別） 
留学経験者

留学期間別 （％）

1ヶ月
以内
（224）

3ヶ月
以内
（194）

6ヶ月
以内
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1年以内
（375）

2年以内
（165）

2年以上
（227）

33.6 41.9 37.0 46.6 47.7 54.6
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18.5 31.6 32.6 46.2 53.2 62.1

13.6 26.9 30.2 32.3 43.0 54.4
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8.7 21.0 15.9 25.1 34.5 41.2

6.1 14.6 13.1 20.2 31.0 35.9

5.1 12.2 10.7 15.3 25.5 31.4
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